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研究成果の概要（和文）：極めて一般的なダイナミクスが非線形で革新過程の分布が非対称な時系列(非対称 CHARN)モ
デルは、生体、経済、金融、自然現象を広範囲にとらえるパラダイムモデルとなるものと期待される。本申請では、非
対称CHARNモデルの最適推測論を局所漸近正規性(LAN)に基づいて構築した。また経験尤度法を、種々の確率過程、特に
安定過程まで発展させることが出来た。さらには確率過程への縮小推定論の展開も行った。理論成果は、ポートフォリ
オ推測や、因果性解析へ応用した。また応用することで得られた知見から統計推測の数理理論、数学理論へフィードバ
ックもはかり、我国の若手研究者を育成する中で理論と応用の双方の進展を得た。

研究成果の概要（英文）：We investigated a class of very general stochastic processes with nonlinear 
dynamics and asymmetric innovation distributions, which can be applied to a varitety of fields e.g., 
economics, finance, bionics, natural phenomenon etc., as a paradigm model. For them we developed the 
optimal inference based on LAN, and the empirical likelihood method to a class of stable processes. 
Shrinked estimation theory has been developed for stochastic processes. The theoretical results have been 
applied to estimation of portfolios, and the problem of causality. From the applications of the 
theoretical results, we have got some interesting feedback to mathematical theory. Also, in the process 
of research, we have raised young researchers.

研究分野： 統計科学

キーワード： 統計科学　時系列解析　統計的漸近理論　金融工学　計量ファイナンス　経験尤度比　安定過程　ポー
トフォリオ
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１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者は、原始的 CHARN モデルで、
局所漸近正規性（ＬＡＮ）を示し、漸近最
適推測論を展開した。また共同研究者と共
に、脳波と筋電波の解析にその結果を使い、
大脳皮質一次運動野からの手先運動を示す
表面筋電位への意味ある情報伝達機構を明
らかにした。もともと、原始的 CHARN モ
デルは経済、金融のデータ解析において 
Hardle（独）等によって提案されたもので
あるが、この研究よりCHARN モデルは、
経済、金融、生体科学、その他の諸科学に
汎用性があるという感触を持った。また現
実世界の現象は、多くの場合、対称でない
確率分布に従っていると想定するのが自然
で、本研究課題の、非対称 CHARN モデ
ルでの最適推測論とその応用は、理論とし
ても最適理論や、ロバストネス等、国内外
で未だシステマティックな研究が行われて
いない新しい地平を生むパラダイムモデル
となりうると思われる。 
 
２．研究の目的 
 
極めて一般的なダイナミクスが非線形で革
新過程の分布が非対称な時系列(非対称 
CHARN)モデルは、生体、経済、金融、自
然現象を広範囲にとらえるパラダイムモデ
ルとなるものと期待される。本課題では、
数学的な問題としては、非対称 CHARN モ
デルの最適推測論を局所漸近正規性(LAN)
に基づいて構築する。本研究グループには、
世界的なレベルで非対称分布の推測論や非
正則時系列推測も高度、広汎な形で展開し
てきている研究者がおり、これらの研究者
を中心として若手研究者を巻き込み、育成
しながら、上述の基礎理論とその応用を飛
躍的に発展させることを目的とする。また
理論成果を応用することで得られた知見か
ら統計推測の数理理論、数学理論へフィー
ドバックをはかり、理論と応用の双方のブ
レークスルーを強力に目論む。 
 
３．研究の方法 
 
研究計画・方法の基本ラインは、各分担者
によるシンポジュームを開催して、そこで
問題提起や研究成果を発表し、その後、研
究代表者、分担者、連携研究者を中心とし
て共同研究のアレンジ、海外の該当分野の
先端的研究者とリンクを作り、協業による
問題の止揚、展開、高度化を図る。また各
グループの研究は相互に関連しており、こ
れらを更に融合することによって世界トッ
プレベルの先端研究を遂行する。この成果
は国内外で発表し、研究論文として発表す
る。得られた研究成果の社会発信のほんの
一例として、経済、年金投資への応用では、
経済・産業政策や年金投資での政策提言を

行う。また本申請の重要点として若手研究
者の育成を上記のプロセスに巻き込んだ形
で行い、若手チュートリアル講演や、海外
での研究集会参加、発表を促し、国際性を
持った優秀な若手研究者を加速度的に育て
る。 
４．研究成果 
 
研究代表者が推進してきたＬＡＮに基づい
た最適な確率過程推測に基づく金融・年金数
理への研究が強力、広汎に推進された。 具
体的には、時系列における予備検定推定量の
よさの研究。ポートフォリオ推測を非対称革
新分布を持つ線形過程上で遂行した場合、非
対称性指標で摂動した LAN 定理における 
central sequence への影響や頑健性への研
究。またモデル選択基準のよさを、近接的に
摂動した真のモデルを想定して、特に赤池情
報量基準の哲学をＬＡＮアプローチから明
らかにした。またポートフォリオ問題を、多
期予測の観点から推進した。さらには時系列
回帰モデルでの、操作変数法推定量の導入と
その漸近理論構築。CAPM モデルで長期記憶
誤差過程を想定し、操作変数法による推測理
論。時系列予測への縮小予測子の導入とその
よさに関する基礎理論構築。ARCH(infinite) 
型のマイクロストラクチャー・ノイズを想定
した場合のRealized Volatility による推測
論の基礎構築。ポートフォリオ推定量が高次
のモーメントに依存するとした場合のよさ
の評価。さらには、従属標本に対する経験尤
度法の導入とその基礎理論構築。また２次モ
ーメントを持たない安定過程に対して自己
基準化法により経験尤度法を導入して、その
基礎理論を構築した。また時系列補間誤差に
基づいたコントラスト関数による漸近理論
の展開。 Granger 因果性検定の漸近理論構
築とその観光統計学や、インフルエンザ感染
データへの応用。 理論と応用の協業では、
年金ポートフォリオの実務家と理論から応
用、また外生変数に依存するポートフォリオ
推測やヘッジ等、応用から理論へのフィード
バックも得た。結論として以上の様な膨大な
理論研究とその応用で、大きな成果があった
と思われる。 
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